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1,はじめに

屋内での一般的な照明装置である蛍光灯を用いた可視
光通信により位置情報を送信し,視覚障害者に対して屋

内案内を行う研究が行われている[1][2].大規模店舗等で
位置情報に応じたサービスを提供するには,屋内データ

を常に最新に保つ必要がある.また,提供される音声情
掛ま,視覚障害者によっては不要と感じる場合もあるた

め,視覚障害者や介助者等が音声情報を自由に追加でき
るようにする必要がある.そこで,本稿では,案内時に

最新の屋内データを自動で取得する方法と音声情報を自
由に追加するためのソフトウェアを開発し,実際に大学

内に設置されている可視光通信対応の蛍光灯を用いて実
験を行う.

2.方法

2.1屋内データのダウンロード方式
屋内データをダウンロードするためのシステム構成を

Figlに示す.利用者は,屋外(案内施設の入口付近)でナ
ビゲーションソフトを起動し(①),現在,携帯端末内にあ
る屋内データを使用するかを選択する,使用しない場合,

人口に設置されている蛍光灯から送信される建物IDを受

信すると(②),無線LANアクセスポイントを通して,
Webサーバから案内に必要な屋内データを自動でダウン

ロードする(③).利用者の誘導や携帯端末の状態は音声案
内により知ることができる.建物IDは, Webサーバに接
続するためのURLと蛍光灯IDから構成され,蛍光灯ID

は各蛍光灯に割り当てられた固有の番号である.実験は,
端末内に屋内データがない状態で,建物IDが送信されて

いる蛍光灯下を3通りの歩行速度(0.45m/s, l.Om/s, 1.5m/S)
で,各々5回通過し,屋内データ(2.66MB)をダウンロード
できるかを確認する.また,同一施設の古い屋内データ
が存在する場合については,発表時に述べる.

Fig, 1 Image of the mdoor data download.

2.2　音声情報の作成

音声情報の作成方法は以下の手順で行う.

(1)案内施設の初回案内時に屋内データをダウンロード.
(2) (i)で取得した屋内データをパソコンに取り込む,

(3)介助者等がパソコン上で必要な案内文を登録後,餐
録内容をファイル出力し,携帯端末に転送.

(4)次回案内時,追加された音声情報で目的地までの経
路案内.

次に,音声情報作成ソフトウェアの機能をFig2に示す.

画面には,案内施設の各階の平面図(①),各蛍光灯下から
見た4方向(前後左右)の写真(②),各蛍光灯に対する案内

文と更新日時(③)を表示する.登録した案内文は,経路案
内後に音声出力する,案内文は全ての可視光通信対応の

蛍光灯(23箇所)に対して登録できる.なお,今回登録す
る案内文は,新潟大学情報理工棟1階で5箇所とする.

Fig. 2 Voice information making software.

3.結果

屋内データのダウンロードでは, 3通りの歩行速度に

おいて,屋内データを自動でダウンロードできた.実験

回数15回の平均ダウンロード時間は約41秒であった.
また,データ更新についても正しく行われた.

音声情報の作成では,屋内データをパソコンに取り込
むと,各階の平面図,各蛍光灯下から見た4方向の写真

と案内文を登録するための一覧がリストに表示された,
そして,介助者等が各蛍光灯に対する必要な案内文を登

録後,リストの内容をファイル出力して携帯端末に転送
徳,案内実験を行った結果,経路案内後に登録した案内

文が音声出力された.

4.考察.まとめ

視覚障害者を対象とした可視光通信屋内案内システム

について,利用者が使用する携帯端末内-の屋内データ

の自動取得方法と音声情報の作成方法を提案し,実環境
での動作確認を行った.本方式により,常に最新の屋内

データで案内を行うことができる.音声情報の作成では,
今後,音声認識機能を追加することで,視覚障害者自身

が各家庭の音声パソコン等を利用し,自由に必要な音声
情報を入力可能となる予定である.本研究の一部は,袷

務省戦略的情報通信研究開発推進制度の補助を受けた.

(平成18-20年度,平成21-22年度予定)
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